
令和７年度 上半期  
苦情・要望について 
 
１.要望について 
 
⚫令和７年４⽉２５⽇（⾦）	

保護者から担任へ作品で持ち帰った写真が欲しく、遅番の職員に尋ねたところ「写真の
データは消してしまいデータは購⼊できない」と⾔われた。その際の対応が⾯倒そうに感
じられ、不快だった。また同じ思いをしたのは今回だけではないとの事。 
 

 
＜対応について＞ 
担任は、内容を園⻑に報告した。当該職員に確認したところ、写真販売のシステム上、⼀

定期間を過ぎると⾃動的にデータが削除されるため、購⼊対応ができない旨を説明したが 
保護者への伝え⽅や表情に配慮が⽋けていた。 
園としては、当該職員に対して接遇⾯の指導を⾏い、保護者への説明時には丁寧で誠実な

対応を⼼がけるよう指導した。今後は職員全体で接遇の向上に努めていく。 
 
	
 ⚫令和７年８⽉５⽇（⽕）	

降園時の際に「昨⽇の帰宅後、⼦どもの指に⼩さな傷があることに気づいた。朝の登園時
にはなかったようだが、園で⼼当たりはないか」との申し出があった。	

	
＜対応について＞ 
 担任に確認したところ、登園時の際に視診で指に⼩さな傷がある事は気づいていたが、
出⾎や痛みの訴えがなく家庭でできた軽い傷だと思い、特に報告はしていなかった。 
園⻑は状況を確認の上、保護者に経緯を説明し謝意を伝えた。 
今後は、ケガの原因が明確でない場合でも、園内により確認した時点で記録を残し、必要
に応じて保護者へ報告することを職員全体で徹底することとした。 
 
 
 ⚫令和７年９⽉１１⽇（⽊）	

 ⼊園して２ヶ⽉の兄弟の⼦どもの持ち帰ってきた写真の作品が２枚とも同じ⼦どものも
のになっていたとの事。	

	

	



 ＜対応について＞	

 担任に内容を確認した際、作品写真の印刷時に複数の職員で確認をしたが職員の確認不
⾜、⼊園から間もないこともあり、職員が兄弟児の識別に慣れていなかったことも背景
として確認された。園としては、保護者に経緯を説明しお詫びすると共に、正しい写真
を再印刷をして渡した。今後は、複数名の職員で写真の照合を⾏い、誤りがないか確認
をする。⼈別⽅法（名前をつける・服装・声掛け）を職員全体で徹底する。誤解や不快
感が⽣じないように注意する。	

	

	
２ 苦情について	

	
 苦情に関しての報告はございませんでした。	

	
３ 今後の対策	

保護者の皆さまからの意⾒やご指摘は、園の保育をより良くするための⼤切な情報で
す。園全体で今後の対応を⾒直し、職員間の共有を徹底し、より安全で安⼼できる保育環
境の提供に努めてまいります。	

気になることやご不明点なことがございましたら、どうぞ、遠慮なく園までご相談下さ
い。	


